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■■■■    1. 1. 1. 1. 組織の概要組織の概要組織の概要組織の概要    

項項項項            目目目目    内内内内            容容容容    

事業所名 有限会社 石井商店 

代表者 代表取締役 石井 達哉 

法人設立年月日 平成 9年 2月 21日 

資本金    300万円 

本社及び処理場 
本社  〒294-0045  千葉県館山市北条1722 

処理場 〒294-0225  千葉県館山市佐野1037 

事業活動 一般廃棄物収集運搬業・中間処理業 

環境管理責任者 

氏名及び連絡先 

環境管理責任者 社長 石井 達也  

連絡先    本社    電話：0470-23-2636 FAX：0470-23-2671 

E-Mail: t-ishii@wine.ocn.ne.jp 

処理場  電話：0470-24-3571 

 

■２■２■２■２....    事業の規模事業の規模事業の規模事業の規模                                                                （会計年度4月～3月）     

活動規模活動規模活動規模活動規模    単位単位単位単位    2020202020202020年度年度年度年度    2020202022221111年度年度年度年度    2020202022222222年度年度年度年度    

売上高 百万円 41 50  39 

従業員 人 8 8 8 

床面積(本社 事務所) ｍ2 26.4 26.4 26.4 

〃    (処理場) ｍ2 2,780 2,780 2,780 

電気使用量(事務所) kWh 8,439 4,469 4,851 

〃   (処理場) kWh 8,545 9,824 6,709 

軽油使用量(運搬車輌+重機) ℓ 17,979 17,565 13,363  

ガソリン使用量 ℓ 153 196 94 

二酸化酸素排出量 Kg-CO2 55,799 53,102  39,816 

水道水使用量(本社 事務所) ㎥ 19 19 15 

    〃   (処理場) ㎥ (雨水利用) 同左 同左 

電力排出係数は、処理場・本社とも東京電力エナジーパートナー㈱の0.443kg-CO2/kWh(R3年度調整後実績) 

を使用。 

 

■⒊ 登録範囲登録範囲登録範囲登録範囲    
3.1 登録事業所 

      ・本社：  〒294-0045  千葉県館山市北条1722 
・処理場： 〒294-0225  千葉県館山市佐野1037 
 

3.2  事業内容 
一般廃棄物収集運搬業・中間処理業 

 
3.3  認証・登録日  2018年 8月28日 
 
3.4  環境経営レポート記載期間 2022年4月1日～2023年3月31日 
 
3.5  環境経営レポート作成日  2023年6月15日 
 
 
 
  
 



 

3 
 

■■■■⒋⒋⒋⒋    環境管理環境管理環境管理環境管理体制体制体制体制    (制定 2022年4月1日) 
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■ ⒌⒌⒌⒌    事業の許可事業の許可事業の許可事業の許可    

都市名 許可区分 
許可番号 /

登録番号 
許可年月日 有効年月日 事業の規模 施設等の場所 

館山市 一般廃棄物収

集運搬業(*1) 

(積替え保管を

行う) 

館山市指令 

第836号 

R4.4.1 R6.3.31 一般廃棄物、 

館山市全域 

 

積替え保管場所 

千葉県館山市佐野 

1036,1037番地 

館山市 一般廃棄物処

分業(*2) 

館山市指令 

第701号 

R5.4.1  R7.3.31 一般廃棄物、 

館山市全域 

千葉県館山市佐野1037 

 (*1) 取扱廃棄物の種類：一般廃棄物  

(*2) 取扱廃棄物の種類：一般廃棄物(金属類、古紙、ガラス類) 

 

■ ⒍⒍⒍⒍ 施設等施設等施設等施設等    

6666----1  1  1  1  一般廃棄物積替保管施設一般廃棄物積替保管施設一般廃棄物積替保管施設一般廃棄物積替保管施設    

一般廃棄物積替え保管場所の面積（保管上限）：千葉県館山市佐野1036,1037番地（2,780㎡） 

    

6666----2  2  2  2  一般廃棄物処理施設設置一般廃棄物処理施設設置一般廃棄物処理施設設置一般廃棄物処理施設設置    

    

6666----1  1  1  1  運搬車両運搬車両運搬車両運搬車両等等等等の種類と台数の種類と台数の種類と台数の種類と台数    

     ・塵芥車(2t)            1台   ・ダンプ (4t)           1台 

     ・キャブオーバー(2t)  3台   ・フォークリフト    2台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6666----2222    処理施設処理施設処理施設処理施設    

・手選別及び磁気選別処理     ベルトコンベアー   1台          

・処理能力            35.81トン/日 (1日の稼働時間 8時間) 

    

    
         

搬入コンベアー             選別コンベアー 
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分別品置き場                処理場入口 

    

    

6666----3 3 3 3 処理行程図処理行程図処理行程図処理行程図    

 

   館山市館山市館山市館山市、、、、鋸南地区鋸南地区鋸南地区鋸南地区、、、、南総白浜南総白浜南総白浜南総白浜センターセンターセンターセンター    

一般廃棄物不燃物（一般廃棄物不燃物（一般廃棄物不燃物（一般廃棄物不燃物（ガラスガラスガラスガラス、、、、ビンビンビンビン））））指定置き場指定置き場指定置き場指定置き場    

    

    

                                  再生再生再生再生ガラスビンガラスビンガラスビンガラスビン    

 

                                   再利用再利用再利用再利用    

 

 

                                 埋立処分埋立処分埋立処分埋立処分    
                               
 
                              市指定置き場へ運搬市指定置き場へ運搬市指定置き場へ運搬市指定置き場へ運搬    
   
 
※上記色塗り部分を当社で取り扱う 
                         南房総市分の残さは衛生組合処理場へ搬入 

                       白浜地区の残さは個々に埋立処分場へ搬入 

 

■ ⒎⒎⒎⒎    一般廃棄物事業一般廃棄物事業一般廃棄物事業一般廃棄物事業実績実績実績実績     （会計年度4月～3月）  単位 トン 

    
2020202020202020年度年度年度年度    2020202022221111年度年度年度年度    2222020202022222年度年度年度年度    

収
集
運
搬
量
及
び

処
理
量 

再
資
源
化
量 

※ 

残
渣
等 

収
集
運
搬
量
及
び

処
理
量    

再
資
源
化
量 

※    

残
渣
等 

収
集
運
搬
量
及
び

処
理
量 

再
資
源
化
量 

※ 

残
渣
等 

館山市館山市館山市館山市    450 332 118 418 335 83 410 349 61 

鋸南地区鋸南地区鋸南地区鋸南地区    327 225 102 279 206 73 251 190 61 

南総白浜南総白浜南総白浜南総白浜    

    センターセンターセンターセンター    
55 15 40 49 25 24 52 40 12 

合計合計合計合計    832 572 260 746 566 180 713 579 134 

   ※再資源化量にはリターナブルびんを含む 

 

    

    

収集運搬収集運搬収集運搬収集運搬    

（積替え保（積替え保（積替え保（積替え保

管含む）管含む）管含む）管含む）    

中間処理中間処理中間処理中間処理    

コンベアコンベアコンベアコンベア

ーによるーによるーによるーによる

手選別手手選別手手選別手手選別手

法法法法    

再生業者再生業者再生業者再生業者    

リターナブルリターナブルリターナブルリターナブル    

残さ残さ残さ残さ    

その他その他その他その他

不燃物不燃物不燃物不燃物    
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■    ⒏⒏⒏⒏    環環環環    境境境境    経経経経    営営営営    方方方方    針針針針    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
制定日：2018年 1月 1日 

                     改定日：2019年 4月 1日 
 

                            有限会社有限会社有限会社有限会社    石井商店石井商店石井商店石井商店    
            代表取締役  

 
 

 

 

 

 
    

環境経営方針 

１１１１．．．．環境環境環境環境理念理念理念理念    

有限会社石井商店はガラス・ビンを再生原料化する資源循環型事業に携わりながら、課題と

チャンスを踏まえ、次世代への責任として地球環境・化石資源の保護に努め、積極的に環境に配

慮した事業活動を行ない、社会から信頼される企業を目指します。 

２２２２．．．．環境環境環境環境経営経営経営経営方針方針方針方針    

(1) 二酸化炭素排出量、廃棄物排出量及び総排水量の削減を図ると共に、 

定期的な見直しを行い継続的改善に努めます。 

(2) 環境関連法規制及び当社が同意した業界・地域の要求事項を遵守し、 

環境保全に努めます。 

(3) 化学物質の使用はありません。 

(4) グリーン製品を積極的に購入します。 

(5) 製品及びサービスへの環境配慮として回収—収集運搬—分別作業を 

通してガラス・ビンの飛散防止に努め、苦情ゼロ件を維持します。   

    この環境方針は全社員に周知し、また、公表します。    
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■■■■    9999----1111    中期中期中期中期環境環境環境環境経営経営経営経営目標目標目標目標とととと環境経営環境経営環境経営環境経営計画計画計画計画    (20(20(20(2020202020年度～年度～年度～年度～2020202022222222年度年度年度年度))))    
            
2021年度は表-1の中期計画に基づく活動を予定していましたが、2020年度の収集量と処理量 
実績が当初目標値より減少したこと及び本社電力使用量がスタンダート部分の集計で動力分が 
集計されていなかったことが判明したので表-2のように2021年度目標を見直しして取組み 
ました。 

                                                            改定日 2020年4月1日 

 表表表表----1.1.1.1.当初の中期環境経営目標当初の中期環境経営目標当初の中期環境経営目標当初の中期環境経営目標                見直し日2021年4月1日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

処理場の電力は0.602kg-CO2/kWh(ハルエネの平成29年度調整後排出係数)を用いています。 

     本社の電力排出係数は0.462kg-CO2(東京電力の平成29年度調整後排出係数)を使用しています。 

     当初計画からの変更点は注-1.処理場電気原単位の算出根拠明記、注-2.本社電気使用量の2019年度 

     実績見直し、注-3.収集運搬車両原単位の算出根拠明記、注4.電気・軽油・ガソリン実績による 

     再計算の4点です。 
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 表表表表 2222....    2022022022022222年度環境経営目標値の見直し年度環境経営目標値の見直し年度環境経営目標値の見直し年度環境経営目標値の見直し    

        2021年度実績が下記のとうりで、2022年度当初計画の収集量・再資源化量は達成が困難であるとの 

考えから下記のとおり改定して取り組みました。 

    ※電力の排出係数は東京電力エナジーパートナー㈱のR3年度調整後排出係数0.443を使用 

 

 2022年度環境経営目標の主な見直し点は収集量・再資源化量・残渣量は2021年度実績に維持としました。 

 又、電気使用量は処理場・本社とも2021年度実績維持としました。 

同じく軽油使用量・ガソリン使用量・水使用量・自社一般廃も2021年度実績維持としました。 

 

 

 

 

EA21認証登録を機に千葉県CO2CO2(コツコツ)スマート 

宣言事業所登録制度に申込み受理されました。 

EA21活動を通して地球温暖化防止に積極的に取り組んで 

行きたいと思います。 
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9999----2222    主要な環境主要な環境主要な環境主要な環境経営活動の経営活動の経営活動の経営活動の内容内容内容内容(20(20(20(2020202020～～～～2222022022022022年度年度年度年度))))    

    2022年度は下記の中期環境経営計画に基づいて活動しました。 
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■■■■⒑⒑⒑⒑    2022022022022222年度年度年度年度環境活動の取組結果環境活動の取組結果環境活動の取組結果環境活動の取組結果                                                                                                                

（活動期間 2022年4月～2023年3月） 

評価 ○;目標達成100%以上、△;目標達成 95%～100%、×;目標達成95%未満 

項 目 
 

単位 
 2022 年度  

改定目標値 
実績値 

達成

率(％) 

活動    

評価 

電気使用量削減    

処理場 

使用量 kWh 9,824 6,709 146 
 
〇     

原単位 
kWh/t                 

(再資源化量+残渣量) 
13.169 9.414 140 ○ 

本社 使用量 kWh 4,469 4,851 92 × 

軽油使用量削減        
収集運搬  

車両 

使用量 ℓ 16,246 11,906 136 
    

○ 

原単位 
ℓ/t                   

(収集運搬量+再資源化量+残渣量) 
10.889 8.349 130 ○ 

軽油使用量削減          フォーク 使用量 ℓ 1,319 1,457 91 × 

ガソリン使用量削減 営業車 使用量 ℓ 195 94 207 ○ 

CO2排出量削減   全社 排出量 Kg-CO2 52,103 39,816 131 ○ 

水使用量削減   

本社 使用量 
㎥ 19 15 127 

   
〇 

処理量 使用量 ㎥ チェック表にて評価 (注-1) 

自社廃棄物の削減 Kg 

 
本社   640          656   98 △ 

 
処理場 1,067         1,094    99 △ 

収集運搬量の拡大 ｔ 
 

全社 746 713  96 
    
△ 

再資源化量の拡大        

(ﾘﾀｰﾅﾌﾞﾙを含む) 
ｔ 

 
全社 566 579 102 〇      

残渣等の削減 t 
 

全社 180 134 135 〇 

グリーン購入 ― 
 

全社    チェック表にて評価 (注-2) 

電力排出係数は、処理場・本社とも東京電力エナジーパートナー㈱ のR3年度調整済み排出係数は0.443kg-CO2を使用。 

  

(注1)、(注2)は環境活動実施計画 & 実績報告書に月次活動を記載 
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 ●●●●    2222000022222222年度の環境年度の環境年度の環境年度の環境経営目標取組み経営目標取組み経営目標取組み経営目標取組み結果結果結果結果                                                                                                    図図図図----1111    

        ①①①①    ＣＣＣＣОООО２２２２排出量排出量排出量排出量                                                                    

  図-1に2018年度以降の全社CO2排出量の 

推移を示しました。 

  2022年度はガラス・ビンの収集量減少に 

  伴い処理場の稼働を午後3時迄に短縮しました。 

  図-2に2017年度以降のガラスびん収集量と 

  再資源化量及び残渣量の推移を示しました。 

  収集量の減少傾向は依然として続いています。 

  図-3にCO2排出量の内訳を示しました。 

  車両と重機の軽油使用量が86％を占めており 

   次いで処理場電気使用量、本社電気使用量と 

なっています。 

    図図図図----2222                                                                                                                                    図図図図----3333 

    

②②②②    電気電気電気電気使用量の削減使用量の削減使用量の削減使用量の削減    

        処理場の電気使用量は 146%の達成でした。処理場の稼働を午後 3 時迄と短縮したことが成果に繋がり

ました。電気原単位も140%の達成でした。 

  本社は節電に努めましたが92%の達成でした。 

➂ 軽油使用量軽油使用量軽油使用量軽油使用量の削減の削減の削減の削減    

  収集運搬車両の軽油使用量はガラス・ビンの収集量減少で136%の達成でした。 

  又、軽油原単位もエコドライブの徹底で130%の達成でした。 

  フォークの軽油使用量は再生作業の増加で91%の達成でした。 

④④④④    ガソリン使用量ガソリン使用量ガソリン使用量ガソリン使用量    

        営業車のガソリン使用量は車両の適切使用で大幅達成でした。 

⑤⑤⑤⑤    水使用量水使用量水使用量水使用量    

        水道水は本社のみの使用ですが日頃の節水で目標を達成しました 

  処理場は雨水の利用を継続しました。              

⑤⑤⑤⑤    グリーン購入グリーン購入グリーン購入グリーン購入    

事務用品を中心にエコマーク入り商品の購入に努めました。 

⑥⑥⑥⑥    環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮    

  ガラス・ビンの収集運搬中の飛散防止に取り組みました。2022年度も事故はゼロ件でした。 

⑦⑦⑦⑦    緊急時対応訓練緊急時対応訓練緊急時対応訓練緊急時対応訓練    

     2022年度は大地震発生を想定した訓練を実施しました。手順書の変更点はありませんでした。 
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2222020202022222年度年度年度年度環境経営計画への取組結果環境経営計画への取組結果環境経営計画への取組結果環境経営計画への取組結果    
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⑩⑩⑩⑩    その他の活動その他の活動その他の活動その他の活動                                                                                                                                            

 
2222021021021021年度に年度に年度に年度にちばＳＤＧｓパートナーに登録されました。ちばＳＤＧｓパートナーに登録されました。ちばＳＤＧｓパートナーに登録されました。ちばＳＤＧｓパートナーに登録されました。    
    

(登録番号:1146 )                  
 

当社はEA21活動を通してSDGs活動を展開しています。 
 
    
    
    
    

⒒⒒⒒⒒    次年度の取組次年度の取組次年度の取組次年度の取組 

 2023年度からは次の2023年度～2025年度の新中期環境経営目標に基づいて活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
電力排出係数は、処理場・本社とも東京電力エナジーパートナー㈱ のR3年度調整済み排出係数は0.443kg-CO2を使用。 
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◆2222020202023333年度年度年度年度～～～～2222025025025025年度年度年度年度環境経営目標改定のポイント環境経営目標改定のポイント環境経営目標改定のポイント環境経営目標改定のポイント 

 ここ数年はコロナ禍の影響もありガラス・ビンの収集量・再資源化量は減少傾向にあります。 

従いまして当面はガラス・ビンの収集量・再資源化量2022年度実績維持とします。 

但し、処理場電気使用量と軽油使用量については原単位の削減に取り組み、毎年前年実績の0.001削減と 

します。廃棄物削減については前年実績の0.5%削減とします。水使用量は2022年度実績維持とします。 

グリーン購入と環境配慮については継続して取り組みます 

 

2020202022223333年度年度年度年度環境経営環境経営環境経営環境経営計画計画計画計画についてについてについてについて    

本活動レポートの9ページに記載した項目を継続します。必要に応じて見直しを実施します。 

 
■■■■⒓⒓⒓⒓    環境環境環境環境関連法規への違反、訴訟等の有無関連法規への違反、訴訟等の有無関連法規への違反、訴訟等の有無関連法規への違反、訴訟等の有無    

当社が遵守しなければならない、主な環境関連法規等は次の通りです。 
〇廃棄物処理法、○フロン排出抑制法、〇特定家庭用機器再商品化法、〇消防法、 
〇自動車NOx・PM法、〇労働安全衛生法、〇オフロード法、〇道路交通法、○計量法 
〇館山市公害防止条例 
 

2023年4月13日に、順法性評価した結果、違反はありませんでした。 
関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟は、過去３年間ありませんでした。 

■■■■⒔⒔⒔⒔    代表者による代表者による代表者による代表者による全体の評価と全体の評価と全体の評価と全体の評価と見直し見直し見直し見直し    

報告項目 管理責任者からの報告内容 評価 

環境経営システム EA21経営システムに大きな問題は無い。 ○ 

環境目標及びパフォーマン
ス 

電気使用量は本社は目標未達成であったが、処理場は稼働時間の短縮
で大幅達成となった。軽油使用量は収集量・再生量の減少で運搬車両
の使用量は大幅達成した。ガソリンは車両の使用減で大幅達成した。
CO2排出量の目標は軽油・ガソリンの減少で達成した。 
収集量は96%の達成で前年比では4%減少、再生量は102%の達成で前年
比では2%増加した。グリーン購入・環境配慮のテーマは達成出来た。 
自社廃棄物は本社・処理場とも未達成、水使用量は日頃の節水で大幅
達成した。 

△ 

環境関連法規制 2023年4月13日に登録一覧表をもとに遵法性評価を行ったが問題は
無かった。 

○ 

外部から苦情・要望 外部からの環境に関わる苦情・要望等は無かった。 ○ 

緊急事態の発生と訓練 2023年3月7日 処理場にて大地震を想定した緊急事態対応訓練を実施 
した。その結果、対応手順書の改訂は必要無いと判断した。 

○ 

是正及び予防処置の状況 2022年度は是正処置は無かった。 ○ 

見直しに必要な情報等 2022年11月8日の更新審査で次の指摘があった。 
➀処理場事務所に環境経営方針が掲示されていない。掲示済み 
➁蛍光灯回収業務に関する手順書に飛散予防処置を追記する。検討 
 2023年度からは廃蛍光灯の回収は行わないことになる予定。 
 若しもに備えて準備する。 

〇 

前回の見直し指示に対する
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 

全員一丸となって目標達成に向けて取り組むこと。 
― 

 
社長からのコメント 
 
 

EA21活動開始後3年を経過した。 
ガラス・ビンの収集量は減少傾向にある。CO2削減には日頃の節電活動やエコド
ライブの徹底が必要である。 
今後も全社員が一つになって環境目標の達成に向けて取り組んでいく。 

評価; ○;活動が十分であった。△;活動に改善の余地があった。×;活動が行われなった。－;該当なし。 

 
変更の必要
性の有無 

① 環境経営方針 変更なし。 

② 環境経営目標 
2023年度は新規中期環境経営目標に基づき取り組む。尚、グリーン購
入についてはテーマから除外する。 

➂ 環境経営計画 2023年度は現行環境経営計画を継続して取り組む。 

④環境経営システム
(組織体制を含む) 

変更なし。 

  


